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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○全国平均と同程度もしくは上回った種目 

反復横跳び、20m シャトルラン 

 50m 走 

○前年度の記録と同程度もしくは上回った種目 

  上体起こし、反復横跳び、20m シャトルラン 

   

本校の児童は、体を動かすことの楽しさを実感することが

できており、まだ全国平均を下回る種目も多いが、前年度

を上回る種目も増えてきており、昨年度までの課題を解決

しつつ、徐々に運動能力が向上していると考えられる。 

 ○全国平均と同程度もしくは上回った種目 

 反復横跳び、立ち幅跳び 

  

○前年度の記録と同程度もしくは上回った種目 

  握力、反復横跳び、20mシャトルラン 

立ち幅跳び、ソフトボール投げ 

男女ともに総合的な運動能力は全国平均を下回っている

が、その中でも特に長座体前屈と握力の記録が全国平均を

大幅に下回っており、柔軟性と筋力の向上が課題である。 

 
○運動やスポーツが好き 

Ｒ６ 男子： 92.6％ 女子：87.2％ 

Ｒ７ 男子：100.0％ 女子：78.4％ 

○ほとんど運動をしない 

 ※体育の授業を除いて１週間の総運動量が 60 分未満 

Ｒ６ 男子：1.9％ 女子：10.2％ 

Ｒ７ 男子：0.0％ 女子：14.3％ 

「できなかったことができるようになったとき」

「自分に合った運動の機会や場が設定されたとき」

に運動の楽しさを実感できている。「子どもの声」

を生かした場の創出とともに、成長を実感させてい

くことが、運動能力を高めていくためのポイントに

なってくる。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○コミュニティ・スクールを生かし、「地域」や「幼保小」、「小中一貫した教育」等、子どもの願いや思いを形にしていく取組を充実させていく。 

○アスリート教室、タグラグビーやダンスの出前授業等、外部講師を積極的に活用し、「本物の経験」につながる体験する場を創出する。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

○児童一人一人が能動的に探究できる保

健体育学習の実践 

・運動の特性にふれることができる教材

化（環境の設定） 

  場の設定 

  ルール 

・目標（目的意識）と見通しを明確にも

たせる教材化 

・個別（集団）での探究活動時間の保障 

・探究活動を支えるＩＣＴ機器の活用 

  タイムシフトカメラの活用 

  動画の視聴 

取組の記録化等 

・協同的な学習の場の創出 

  グループ編成 

  学び合うための視点の設定 

○各教科等との内容を関連付けた健康教育の推

進 

・養護教諭と連携し、発達段階に応じた性に関

する指導や命を大切にする指導の充実を図

る。 

・栄養教諭と連携し、食に関する情報発信を

行うとともに、栄養と日常生活、成長を関

連付けた指導の充実を図る。 

 

○外部講師の活用など家庭・地域との連携 

・スクール・カウンセラーや各企業で実施し

ている食や健康、命に関わる出前授業を活

用し、心と体に関する指導や悩みへの対処

法、栄養と日常生活、成長等を関連付けた

指導の充実を図る。 

 

○運動の機会の充実を図る環境整備（児童

が体を動かしたくなるような環境整備） 

・自動でタイム計測できる機器を用いた短

距離走コーナーの設置 

・パートナーシップ校と連携した「なわと

びカード」を用いたなわとびの取組 

・ジャンピングボードの常設 

・高さを表記したマーカープレートを壁に

貼り付けた垂直跳びコーナーの設置 

○三間（仲間・時間・空間）の創出により

運動機会の充実を図る取組 

・委員会活動と連動を図り、楽しく体を動

かすことができる取組を実施する。 

・児童の中休み・昼休みの時間を保障する

ことで、児童が体を動かすことができる

時間を創出する。 


